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主な研究課題
・泌尿性器癌のロングノンコーディングRNAを中心とした予後因子に関する研究
・microbiomeと泌尿器腫瘍の関連
・腎移植，腎不全治療における虚血再灌流障害に関する研究
・造精機能障害における遺伝子異常に関する研究
・ライディッヒ細胞におけるテストステロン分泌機序に関する研究
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